
中京大学・国際教養学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９０８

基盤研究(C)（一般）

2017～2014

非英語母語話者とのコミュ二ケーションにおける日本人英語音声の中心特性

Phonetc Core Features of Japanese influenced English in Lingua Franca 
Communisation

００２２７４４８研究者番号：

都築　雅子（Tsuzuki, Masako）

研究期間：

２６３７０５８０

平成 年 月 日現在３０   ６ １５

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：英語母語話者および韓国語母語話者による聞き取り実験の結果を分析・考察すること
により、日本人の話す英語音声特性のうち、(1)語頭の破裂音・摩擦音・破擦音の弱さおよび誤発音, (2)曖昧母
音の誤発音, (3) 複合語の強勢アクセントの欠如, (4) トーン・ユニットの区切り方の間違い、が通じなさを招
く主要な要因であることがわかった。日本語の影響から、日本人は英語の子音を弱く発音する傾向にある一方、
曖昧母音の発音は弱化しない傾向にあり、それらがインテリジャビリティを損なっている。これらの結果は、英
語の発音学習・教育における優先課題の選定などに、示唆的である。

研究成果の概要（英文）：Through analyses of the transcription of Japanese EFL speakers’ speech by 
English naive speakers and Korean native speakers, we have identified those features that would 
impede intelligibility: (1) mispronunciation and/or weakening of word-initial plosives, fricatives &
 affricates; (2) mispronunciation of schwa vowels; (3) absence of compound stress; and (4) improper 
segmentation of words, phrases and sentences. These findings will contribute effective learning and 
teaching, especially the prioritization of phonological instructions.

研究分野： 英語学

キーワード： インテリジャビリティ　日本人英語　リンガフランカ　英語母語話者　韓国語母語話者　子音　曖昧母
音
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１．研究開始当初の背景 
英語は、母語話者・非母語話者に関わらず、
世界の人々がコミュニケーションを図る手
段―リンガフランカ (Lingua franca)となっ
ている。 
 
このような状況下、世界ではシンガポール英
語など、それぞれの母語の影響を受けた様々
な英語変種 (World Englishes)が存在し、そ
のような英語変種を容認する一方で、意思疎
通のために最低限必要な英語音声の中心特
性 (core features)を確立しようとする試み
がなされてきている。中心特性の同定は、英
語発音教育・学習において優先的に改善すべ
き特性とそうでない特性の峻別に繋がる点
で、大きな意義がある。 
 
今まで、日本人英語音声に特化した中心特性
の研究としては、Tsuzuki et al. (2013), 
Nishio & Tsuzuki (2014)などがある。日本人
理系研究者による学会発表という状況を設
定し、英語母語話者対象に日本人英語音声の
聞き取り実験を行い、転記したものを分析し
た結果、インテリジャビリティの阻害要因と
なる日本人英語音声の中心特性として、(1)
ｌ・ｒの誤発音 (2)摩擦音・破擦音の発音の
弱さ・誤発音 (3)気息音がないなど、破裂音
の発音の弱さ・誤発音 (4)母音の長さの間違
え, (5)強勢の非実現や間違え (6) 不適切な
トーン・ユニットの切り方などが挙げられる
ことがわかった。また日本人英語に慣れてい
ない英語母語話者にとっては、上記に加え、
曖昧母音 schwa の誤発音もインテリジャビ
リティの阻害要因になっていることがわか
った。 
 
２．研究の目的 
本研究は「アジアのリンガフランカとして、
日本語母語話者の英語音声面における中心
特性（コミュニケーションの阻害要因に関わ
る特性）の確立」を目的とした。 
 
今までに Tsuzuki et al. (2013), Nishio & 
Tsuzuki (2014)など、一連の研究により、英
語母語話者を対象に日本人英語の聞き取り
実験を行い、日本語に影響を受けた英語音声
においてインテリジャビリティに関わる中
心特性を特定してきた。 
 
しかしながら、世界では第二言語（学校、家
庭以外の社会一般で使用する言語）、あるい
は外国語として英語を使用する人の人数は
英語母語話者の人数を遥かに上回っており、
日本人においても、研究やビジネスの現場で
英語を話す相手は、非英語母語話者である場
合の方がむしろ多いのが現状である。 
 
以上を鑑みて、(1) 聞き取り実験の対象を韓
国語母語話者、中国語母語話者など非英語母
語話者に広げることにより、非英語母語話者

とのコミュニケーションにおける中心特性
を特定すること、(2) 非英語母語話者を対象
とした実験結果と英語母語話者を対象とし
た実験結果を比較・分析し、共通点に着目し、
一般化・精緻化を行うことにより、より一般
性の高い日本人英語音声のリンガフランカ
中心特性を特定すること、が本研究の目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
Tsuzuki et al. (2013), Nishio & Tsuzuki 
(2014) などの研究を出発点として、実験方法
を精査した上で、聞き取り実験の対象者を非
英語母語話者に広げることにより、母語話
者・非英語母語話者間および非英語母語話者
間の英語によるコミュニケーションの阻害
要因となる日本人英語音声特性の解明を試
みた。 
 
まずパイロットスタディとして日本にいる
韓国語母語話者 3名を対象に、聞き取り実験
を行った。日本語学習歴を含めたアンケート
を行ったうえで、聞き取り実感による転記お
よび理解度評定を行い、その結果を分析・考
察し、English as Lingua Franca第 6回国際
大会(アテネ・アメリカ大学にて、2014 年 9
月)で発表した。 
 
さらに、パイロットスタディの結果を踏まえ
て、分担者の奉鉉京氏が韓国に出張し、韓国
語母語話者 14 名を対象に、日本人英語音声
の聞き取り実験を行った。英語力のなさによ
る影響を取り除くために、十分に英語力のあ
る者（TOEIC900 点以上あるいは TOEFLiBT95
以上）を被検者とした。さらに日本人英語の
慣れによる影響を取り除くため、日本人との
英語によるコミュニケーションの経験がほ
とんどない者を被検者とした。これらの結果
を分析・考察し、The  21st Conference of the 
International Association for World 
Englishesで発表した。 
 
韓国語母語話者を対象とした二つの聞き取
り実験の結果を分析・考察し、韓国語母語話
者にとり、日本人との英語によるコミュニケ
ーションにおいて、インテリジャビリティを
下げる阻害要因となる日本人英語音声特性
を特定した。 
 
以上の実験結果を、英語母語話者を対象とし
た聞き取り実験の結果と比較・考察し、共通
点を抽出し、日本人英語音声特性のインテリ
ジャビリティの阻害要因となる中心特性の
一般化・精緻化をはかった。 
 
当初は、聞き取り実験の対象をさらに中国語
母語話者に広げる予定だったが、研究代表
者・分担者などの時間の都合上、行うことが
できなかった。 
 



４．研究成果 
[1]パイロットスタディとして日本にいる韓
国語母語話者 3名を対象に聞き取り実験を行
い、その転記結果を分析・考察した。 
 
その結果、(1)語末を除く破裂音・摩擦音・
破擦音の誤発音および弱さ (2)母音の長さ
の間違い (3)曖昧母音 schwa の誤発音 (4) 

不適切なトーン・ユニットがコミュニケーシ
ョンの阻害要因となっていることがわかっ
た。これらの結果は、英語母語話者にとって
の阻害要因と同じである。 

 

一方、英語母語話者には阻害要因になるもの
の、韓国語母語話者にとってはそれほど阻害
要因にならないものとして、(1) 流音の誤発
音 (2) 語末の破裂音・摩擦音・破擦音の誤
発音・弱さ (3) 強勢アクセントの非実現な
どが挙げられる。これらの音声特性は、韓国
語にもみられることから、英語には重要な特
性であっても、母語に欠けている場合は、そ
の特性が英語に実現されていなくても、それ
ほどインテリジャビリティに影響がないと
いうことになる。 

 
これらの分析結果を、English as Lingua 
Franca 第 6 回国際大会(アテネ・アメリカ大
学にて、2014年 9月)で発表した。 
 
[2]韓国在住の韓国語母語話者 14名を対象に、
日本人英語音声の聞き取り実験を行った。英
語力のなさによる影響を取り除くために、十
分に英語力のある（TOEIC900 点以上あるいは
TOEFLiBT95以上）の被検者とした。さらに日
本人英語の慣れによる影響を取り除くため、
日本人との英語によるコミュニケーション
の経験がほとんどない者を被検者とした。 
 
実験の結果、「韓国語母語話者にとって、日
本人理系研究者・大学院生の英語音声のイン
テリジャビリティは低く、発話内容が理解で
きていない」ということがわかった。さらに
インテリジャビリティの阻害要因として(1)
語頭の破裂音・摩擦音・破擦音の誤発音およ
び弱さ (2)曖昧母音 schwa の誤発音 (3) 複
合語の強勢アクセントの欠如 (4) 不適切な
トーン・ユニット (5) 場合によっては流音の
誤発音および母音の長さの間違い、が挙げら
れることがわかった。一方、(1) 語頭以外の
摩擦音・破擦音の弱さ (2) 強勢アクセントの
非実現は、それほどインテリジャビリティを
下げないことがわかった。インテリジャビリ
ティ下げない、これらの特性は、韓国語と日
本語共通にみられる音声特性でもあること
から、韓国語母語話者にとっても母語の影響
から実現しにくい英語音声特性は、韓国語母
語話者が英語を聞き取る際にそれ程、阻害要
因にはならないということが言える。 
 
これらの結果を分析・考察し、 The 21st 

Conference of the International Associa- 
tion for World Englishesで発表した。 
 
[3]以上の韓国語母語話者による聞き取り実
験結果を、英語母語話者を対象とした聞き取
り実験の結果と比較・考察した。その結果、 
(1)語頭の破裂音・摩擦音・破擦音の弱さお
よび誤発音 (2)曖昧母音 [@] の誤発音 (3) 
複合語の強勢アクセントの欠如 (4) 不適切
なトーン・ユニットが、日本人英語音声の特
性の中で最もインテリジャビリティを下げ
る要因であることがわかった。 

 

以上の研究結果は、今後の英語の発音学習・
教育に有益な含意を有している。日本語の影
響から、日本人は英語の子音を弱く、短く発
音する傾向にある一方、曖昧母音[@]の発音は
弱化しない傾向にある。それらの傾向が通じ
なさの主要要因になっているということが
明らかになったのである。日本語と違い、強
勢アクセント言語である英語は、強弱のメリ
ハリが非常に重要であり、特に子音の発音す
るときの呼気の強さ・長さと、曖昧母音の弱
化の 2点を特に気を付ける必要があるという
ことになる。英語の発音学習・教育の際は、
その点を意識して学習・教育する必要があり、
今後の英語発音学習・教育に非常に示唆のあ
る結果であると言える。 
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